
2006/06/13 

前回のおさらい 

 

① ソフトウェアーの著作権 

② ファイルの拡張子 

   Wordの文書ファイル→＊＊＊＊.doc 

Excelの表ファイル→＊＊＊＊.xls 

③ 保健統計データの入手⇒２箇所を忘れない。 

   ◎厚生労働省 

   ◎総務省(統計局) 

④ 地域看護への情報技術の導入⇒方法はたったの２つだけ(だれでも思いつく！) 

   ◎地域医療福祉ネットワーク 

   ◎ICカードによる健康管理システム 

   例 加古川地域保健医療情報システム(複合型) 

(兵庫県加古川市、稲美町、播磨町) 

http://www.kakogawa.or.jp/ 
⑤ Wordで数式入力⇒挿入→フィールド→フィールドの種類｢数式と計算｣ 

→フィールドの名前｢Eq｣ 

→数式エディタ 

⑥ Wordで検索・置換 

⑦ Wordのインデント・タブ 

 
確認問題 

 
Wordで次の数式を入力せよ。 
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情報理論 

 
別紙参照⇒｢情報理論」 

 
WordのステップUP② 

 
◎ フォームの使用⇒ツールバー→フォーム 

 
ExcelのステップUP① 

 
確認 次のようなセル範囲を選択せよ。 

            

            

            

            

            

            

            

            

            



            

            

            

            

            

 
◎ 行の高さ・列の幅の調整 

◎ 行・列の挿入⇒前の行・列の書式が設定される。→もちろん変更可能 

◎ ウィンドウ枠の固定⇒ウィンドウ→ウィンドウ枠の固定 

◎ ＆⇒複数のセルのデータを複合する。 

   例 

 A B C 

1 水尾 勝 水尾勝 

2   =B2&C2 

3   水尾 勝 

4   =B2&" "&C2 

 
◎ 表のリンク貼り付け⇒Shift＋編集→図のリンク貼り付け 

◎ ゼブラ書式⇒コピー元を選択→右ボタンでドラック＆ドロップ→書式のみコピー 

◎ 関数のステップUP 

   既に講義で触れた関数の使い方 

① 単純使用→関数をそのまま用いる。 

② IF関数と組み合わせる。 

③ 配列数式 

④ データベース型→本日のテーマ 

 データベース型 

 例 DAVERAGE(データベースの範囲,処理をするフィールド,処理する条件を記した場所) 

 具体例 =DAVERAGE(A1:D8,C1,A11:B12) 

     ＝｢女子学生でレポートBの得点が60点以上の人」だけのレポートAの得点の平均を求める。 

学籍番号 性別 レポート A レポート B 

1 女性 10 90 

2 男性 20 90 

3 女性 30 70 

4 女性 40 60 

5 女性 50 50 

6 女性 60 60 

7 女性 70 70 

    

    

性別 レポート B  結果 

女性 >=60  42 

 


